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Abstract

本稿では、異文化コミュニケーションを目標とした動機づけの理論と実践研
究を総説する。第二言語習得はアイデンティティと強く関連すると言われて
いるが、学習者の自己は教育現場ではあまり考慮されてこなかった。異なる
見地を検討することで、本稿は自己に関する動機づけ理論を応用する可能性
を探求する。さらに第二言語での自己表現が異文化理解を促進する見解を考
察していく。

This article reviews theoretical and empirical studies focusing on motivation for
intercultural communication. There is general agreement that second language ac-
quisition and identity are strongly linked; however the selves of language learners
have not been taken into account in practical teaching situations. By considering
different perspectives, this article explores the possibilities of applying motiva-
tional theories concerning the self. It goes on to examine views favoring student
self-expression in the second language as a way to enable greater intercultural
understanding.

キーワード: 他者と対話する意思、国際的志向性、理想自己、第二言語習得
Key Words: willingness to communicate, international posture, ideal L2 self, second language
acquisition
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1. はじめに
コミュニケーションに対する積極性は、第二言語習得への効果が指摘されている (Dörnyei,

2001)。第二言語でのコミュニケーションには、異なる文化背景をもった他者とのコミュ
ニケーションを必然的に想定するため、文化を摂取するだけでなく、自分の文化を他者
に理解してもうらうため努力することを意味する。つまり、コミュニケーションに対す
る積極性は相互的な異文化理解の根源と言える。
英語コミュニケーションへの積極性に関する研究は、Gardnerの研究チームによる動機
づけ研究を基礎としている (e.g., Gardner, 1985)。今日でも多くの研究の基礎となってい
る Gardnerらの社会教育的モデル (Socio-educational model)は、目標言語集団への肯定的
態度である統合的態度 (integrativeness)と学習状況への態度 (attitudes toward the learning
situation)が、動機づけ (motivation)に影響を与えると指摘した。動機づけは言語学習へ
の意欲、言語学習への態度、学習努力から構成され、第二言語習得を促進する (Gardner,
2010)。
社会教育的モデルが後の研究に影響を与えた概念に統合的志向性 (integrative orientation)
と道具的志向性 (instrumental orientation)が挙げられる。統合的志向性は第二言語コミュ
ニティへ迎合するための第二言語学習を意味し、道具的志向性は実利目的の第二言語学
習を意味する。そして長期的には統合的志向性が言語学習には有効であると指摘されて
いる。

1990年代を中心に統合的志向性はカナダという特定の二言語環境のみで第二言語習
得に有効であると議論されたが (Crookes & Schmidt, 1991; Noels, Pelletier, Clément, &
Vallerand, 2000)、現在は学習者には両方の志向性が内在しているという見解が有力であ
る (MacIntyre, Mackinnon, & Clément, 2009)。現在は統合的態度の定義も目標言語集団と
その他の言語集団を含む「一般的な異文化集団に対する開放性 (openness)と他の言語集
団の特徴を受け入れる能力」と再定義されている (Gardner, 2010, p. 85)。
近年の社会教育的モデルを応用した動機づけ研究に L2 Motivational Self Systemがあ
る (Dörnyei, 2009)。この動機づけ研究の多くは、言語運用能力 (performance)を考慮に入
れていないことから第二言語習得研究との乖離も指摘されているが (Gardner, 2010)、社
会教育的モデルを踏まえて再考することで、グローバル時代の異文化理解を視野に入れ
た第二言語習得研究の展開が見込まれる。本稿では英語コミュニケーションへの積極性
にかかわる概念と L2 Motivational Self Systemを再考察し、日本人英語学習者のコミュニ
ケーションへの積極性を向上させる可能性を探求する。

2. 英語コミュニケーションへの積極性
コミュニケーションへの積極性は、willingness to communicate (以下WTCと略す)、い
わば「他者と対話する意思」(八島, 2004, p. 13)として研究されている。WTCの最終的な
目標はコミュニケーションに対する自由な選択ができる状況においての第二言語使用であ
り、外国語として英語を学ぶコンテクストでは国際的志向性 (international posture)ととも
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に研究されてきた (e.g., Yashima, 2002)。WTCは、当初第一言語でのコミュニケーション
を対象としていた。それを第二言語習得に応用したのが、MacIntyre and Charos (1996)で
ある。彼らはGardner (1985)の社会教育的モデルとMacIntyre (1994)のWTCモデルを融
合させ、WTC、コミュニケーション能力への認知 (perceived communicative competence)、
言語不安 (language anxiety)、動機づけの関連を明らかにして応用言語学の分野に組み入
れた。
個人の特性 (trait)として扱われていたWTCであるが、徐々に状態 (state)としての側面
も注目されてきた。MacIntyre, Dörnyei, Clément, and Noels (1998)が作った包括的WTC
モデルはその証左である。このWTCモデルは 6つの層からなり、上層 3層に状況に左
右されやすい要因、下層 3層に特性的要因を配置し、社会的側面と心理的側面に注目し
て第二言語コミュニケーション行動の構造をモデル化し、現在多くのWTC研究の基礎
となっている (e.g., MacIntyre, 2007; MacIntyre & Doucette, 2010; Tanaka, 2011b; Yashima,
2002;八島, 2004; Yashima, Zenuk-Nishide, & Shimizu, 2004, Yashima, 2009)。
第 1層に「第二言語使用」を最終目標のコミュニケーション行動として位置づけ、第

2層には行動に移るレディネスとしての「WTC」がある。第 3層は状況に左右される 2
つの要因「特定の相手とコミュニケーションをする意欲」と「その場でのコミュニケー
ションの自信」（コミュニケーション能力の認知と不安の低下）から構成される。
第 4層は、3つの動機傾向から構成され「対人接触動機」（個人への管理意識や連帯意
識）、「対グループ接触動機」（他の集団への管理意識や連帯意識）、「第二言語への自信」
（第二言語技能への高い自己評価と言語不安の低下）、第 5層の情動的・認知的コンテク
ストは「対グループへの態度」（第二言語集団との迎合と同化への懸念や第二言語学習の
動機）、「社会状況」（ある社会状況のみでの第二言語使用への自信）、「コミュニケーショ
ン能力」(文法能力、行動的能力、社会言語学的能力、談話能力、方略能力; Celce-Murica,
Dörnyei, & Thurrell,1995)から構成される。第 6層は「グループ間の関係」（社会におけ
る第一言語、第二言語の力関係）と文化の影響もある「性格」から成る。
包括的WTCモデルが提案されて以降、WTC研究は状態レベルを中心にした研究と特
性レベルを中心にした研究の二分野に分かれる。状態レベルに注目した研究では、コミュ
ニケーションに至るには、意思 (will)ではなく、相互作用という状況に支えられた意思
決定 (volition)が重要であると指摘した (MacIntyre, 2007)。意思決定を支えるのは過去の
経験であり、意思決定は瞬間ごとに変化するので一時的な調査以外に過去の経験を考察
する必要がある。

MacIntyre and Doucette (2010)は、特性レベルでは英語コミュニケーションに積極的な
日本人留学生でも、状態レベルではためらい (hesitation)が原因となり、行動を制御して英
語使用に移れないと指摘した。行動には第二言語能力への認知 (perceived L2 competence)
が影響し、英語コミュニケーションの機会にすぐ反応することで対処できる可能性が示
唆された。
特性レベルではコミュニケーションに積極的であっても留学先で状況的なコミュニケー
ションに繋がらない上級英語学習者に対して、本来の自己を表現する本音 (honne)でのコ
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ミュニケーション経験の重要性も指摘されている (Tanaka, 2011b)。留学先で留学初期段
階にホストファミリーや友人との歩み寄りを感じ、徐々に本音でのコミュニケーション
行動の範囲が増すにつれ、相手のコミュニケーション反応がフィードバックになり徐々
にコミュニケーション能力への認知に繋がる可能性が示された。
グローバル時代の外国語学習を視野に入れた研究からも第二言語コミュニケーション
能力の認知の重要性がうかがえる。Yashima (2002)は社会教育的モデルとWTCモデル
に、国際問題への関心、留学や海外勤務への積極性、異なる他者との交流から構成される
「国際的志向性」を加え、日本人学習者を対象にWTCを調査した。その結果「第二言語
コミュニケーション能力の認知 (L2 communicative competence)」と「国際的志向性」か
らは「WTC」へ直接的な関係が見られた。ただし「熟達度 (L2 proficiency)」とコミュニ
ケーション能力の認知を含む「第二言語コミュニケーションへの自信 (L2 communication
confidence)」は関係がなかった。一方、「第二言語コミュニケーションへの自信」と「第
二言語学習動機づけ (L2 learning motivation)」は関連していた。留学経験者と日本で内容
重視の英語教授法を受けた学習者への調査 (Yashima et al., 2004)からも、「WTC」には
「コミュニケーション能力の認知 (perceived communicative competence)」が留学という第
二言語学習コンテクストでも外国語学習コンテクストでも強く関連することが明らかに
なっている。一方で、「TOEFLスコア」は「WTC」とは関係がなかった。つまり、包括
的WTCモデルではコミュニケーション能力は第二言語使用の下層要因であるが、熟達
度とWTCとの直接的な関係は明確ではなく、コミュニケーション能力の認知が重要で
あった。
学習コンテクストによるWTCと国際的志向性への効果に注目した研究には、留学経
験者と内容重視の教授法を受けた学生と訳読式教授法を受けた学生の比較研究がある
(Yashima & Zenuk-Nishide, 2008)。高校生を対象に 1年目と 3年目の「TOEFLスコア」、
「国際的志向性」、「WTC」、「コミュニケーションの頻度」の比較から、留学経験者に最
も伸びが見られ、留学による学習効果が指摘された。また、国内における内容重視の教
授法の有効性も同時に示された。
以上の研究から、積極的な英語コミュニケーション行動には、社会性も考慮にいれなが
らも個人の過去の経験から構成された状態レベルと特性レベルにおける自己が注目され
てきたことが分かる。日本人学習者に対しての調査からはWTC、国際的志向性、コミュ
ニケーション能力に対する認知、コンテクスト (環境)が主に調査されてきた。しかし、
その構造を研究するにとどまり、他者と対話する意思を向上させる方策の指標には欠け
ている。また社会との繋がりの上での自己の考察の必要性は提示されたが、状況を断定
する研究は行なわれていない。例えば、包括的WTCモデルは社会における言語の優位
性と劣位性（例えば、社会的・経済的差による言語の力関係など）を構成概念に含めて
いるが、いつ自律的な言語選択に移るかを調査する必要がある (Noels & Giles, 2009)。
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3. L2 Motivational Self System
3. 1 過去の経験と未来像
グローバル化により英語が国際語と指摘されるなか、Dörnyei (2009)は、自己に着目し
て、目標に向けた学習者の学習動機は過去の経験から構成されていると指摘した。特性的
な自己誘導の目標となるのは、理想自己 (ideal L2 self)と義務自己 (ought to L2 self)であ
る。未来像に向けて学習者が実現可能な自己像 (possible-selves)を経験から内発的にまた
外発的に構築し、自己誘導 (self-guides)することを指摘した L2 Motivational Self System
は、新たな理論として注目を集めている。
新しい理論である一方で、L2 Motivational Self Systemにおける自己誘導は自己決定理
論 (Self-Determination Theory; Noels, 2003)を基礎としている (Dörnyei, 2005)。本節では、
自己決定理論を概観し、L2 Motivational Self Systemについて考察していく。

3. 2 自己決定理論
自己決定理論は (Deci & Ryan, 1985; Ryan & Deci, 2002)、自分の選択が自律的である
と感じるほど、人は内発的に動機づけられると指摘した理論である。行動自体に関心や
満足感がある自律的な状態の内発的動機づけ (intrinsic motivation)とその正反対にある無
動機 (amotivation)の間に 4段階の外発的動機づけ (extrinsic motivation)を自律に対する
自己調整 (self-regulation)の程度により分類した (Ryan & Deci, 2002, pp. 17–18)。

(1) 統合による調整 (integrated regulation)：肯定的な経験によって自発的に生じる外発的
動機づけで、外発的動機づけのなかで最も自律的な状態

(2) 同一化による調整 (identified regulation)：行動が個人的に重要であることによる外発
的動機づけで、外的要求をこなす満足から生まれる状態

(3) 取り入れによる調整 (introjected regulation)：自尊心の強化や恥を避けための外発的動
機づけで、非常に制御的な状態

(4) 外的調整 (external regulation)：褒美の獲得や罰を逃れるための外発的動機づけで、外
発的動機づけのなかで最も非自律的な状態

外発的動機づけを内在化するためには、真の自己による選択や意思決定の自由を感じ
たいと望む自律性 (autonomy)の欲求、重要な他者や他の人々への所属を感じたいと望む
関係性 (relatedness)の欲求、ある行動を達成できると感じる有能さ (competence)の欲求
が相互的に満たされる必要がある。自律性が最も重要な役割を担っているが、関係性と
有能さが満たされることなくしては外発的動機づけを内在化するのは難しい。
自己決定理論を応用した研究は、教室を中心にしてカナダ国内での公用語への学習動
機づけの考察から始まり、今日では多言語社会での第二言語学習、外国語としての英語
学習と多様なコンテクストへ応用されてきた。例えば、教室環境では、学習者が教員の
フィードバックが有益でありタスクが自律的であると感じるほど、学習の意思を高める
ことが自己決定理論から明らかになった (Noels, Clément, & Pelletier, 1999)。
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社会教育的モデルとともに自己決定理論を考察した研究に Noelsらによる一連の研究
がある。第二言語学習に対する動機づけ尺度を作成した研究 (Noels et al., 2000)は「内発
的動機づけ」と「外発的動機づけ」が連続体であり、「内発的動機づけ」は「旅行志向性
(travel orientation)」、「友人関係志向性 (friendship orientation)」、「知識志向性 (knowledge
orientation)」と相関し、外発的動機づけの「外的調整」は「道具的志向性」と相関する
ことを明らかにした。さらに行動に移る理由 (reasons)を質問項目で明確化すれば、旅行
志向性や友人関係志向性は異文化への開放性を意図する統合的志向性に帰結する可能性
が指摘されている (Gardner, 2010)。

Noels (2003)は、「統合的志向性」、「内発的志向性 (intrinsic orientation)」、「外発的志向
性 (extrinsic orientation)」のなかで「統合的志向性」が最も自己決定的であると指摘した。
さらに「統合的志向性」と「内発的志向性」が異なる志向性であり、社会で起こる交流
目的の学習と教室で起こる学習自体が楽しい学習とが異なることを明らかにした。一方
「統合的志向性」は、包括的WTCモデルで指摘される個人に関心がある場合の対人接触
動機か、集団に関心がある場合の対グループ接触動機かを明確にすることでさらなる研
究の展開が期待されている (Noels, 2003)。
個人の自律が尊重される西洋で開発された自己決定理論が、他者との関係が尊重される
日本への応用の可能性が疑問視されていたが、日本でも「自律性」が「関係性」や「有能
さ」と比べて最も強く「動機づけ」と相関し自己決定理論の応用性が示されている (Noels,
2011)。廣森 (2006)は Noels et al. (2000)を参考とし、日本人に対応した英語学習におけ
る心理的欲求の尺度と自己決定理論に基づく動機づけ尺度を開発し、英語ライティング
において自律性を高める教育的介入で効果をあげている。

3. 3 理想自己、義務自己、学習経験
自己決定理論から展開した L2 Motivational Self Systemは、自己の理想と現実のギャッ
プを埋める意欲から学習が動機づけられると指摘する (Dörnyei, 2009)。実現可能な自己
像で内在化された「なりたい自己」が理想自己であり、内在化されていない「期待に添
うためにならなければならない自己」に義務自己がある。学習達成には、学習者の経験
に基づく未来像が明確で、さらに努力を伴う必要がある。また、教員の影響といった第
二言語学習経験 (L2 learning experience)も短期的な自己誘導に貢献する。Dörnyei (2005)
は、言語学習を促進する 3つの志向性を提案した研究 (Noels, 2003)を踏まえて、理想自
己は統合的志向性に相当し、義務自己は外発的志向性、肯定的な学習経験は内発的志向
性に相当すると定義した。
理想自己への影響はコンテクストの差が指摘されている。L2 Self System(Dörnyei, 2005)
を日本、中国、イランで応用した研究 (Taguchi, Magid, & Papi, 2009)では、日本人学生
は、仕事を得るために英語が必要であると考えているが、それが将来の専門に直結するの
はなく、成功するためにしなければならないものと考える傾向が三国間で最も強かった。
コンテクスト別に理想自己を調べると日本人英語学習者の英語への言語態度がさらに
明確化される。Ryan (2009)は L2 Self Systemを日本に応用し、ハンガリーにおいて動機
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づけはイギリスとアメリカへの態度で促進されたが、日本では国名を限定しない国際的
第二言語コミュニティへの参加が影響していると指摘した。また、「理想自己」と「統合
的態度」では「理想自己」がより「学習努力 (intended learning effort)」に関連していた
が、その違いはほとんどなかった。しかし、英語専攻の学生など個人にとって英語が将
来の専門として意味のある場合に理想自己は動機づけにより有効であった。
言語態度には文化的アイデンティティからの影響も指摘されている (Noels, 2009)。例
えば、継承語として言語学習がアイデンティティと関連すれば、学習動機づけの内在化
が進み、第二言語学習が進む。少なくとも文化的コンテクストにより学習者は社会的認
知を得る。つまり自己の文化的な所属を感じることで、真の自己 (authentic self)が社会
のなかで再構築されて言語学習に繋がる。
外国語として英語を学ぶ環境では文化的アイデンティティは、国際的志向性で考察さ
れてきた (Noels & Giles, 2009)。国際的志向性は、世界のなかでの自己という文化的アイ
デンティティを表し、地球的視野で他者とかかわりあう姿勢を意味する。現在、再定義さ
れた国際的志向性は (Yashima, 2009, pp. 162– 163)、「他の集団との交流と回避傾向」、「国
際的職務や活動への関心」、「国際ニュースへの関心」、「世界へ伝えたい意見」から構成
されており、学習者の統合的志向性と道具的志向性を含む概念である。「国際的志向性」
は「理想自己」と相関しており、第二言語習得におけるアイデンティティ考慮の必要性
(Gardner, 2010; Noels & Giles, 2009)からも国際的志向性の有用性がうかがえる。Yashima
(2009)は、日本では「理想自己」は「内発的動機づけ」より「外発的動機づけ（統合によ
る調整と同一化による調整）」により関連することから、グローバル時代の外国語学習に
ついて新たな見解を提案した。つまり、外発的動機づけであっても内在化された外発的
動機づけであれば、学習者は自己形成とともに理想自己を明確化する可能性を提示した。
さらに第二言語を使用する実現可能な自己像の明確化には、想像上の国際コミュニティ
に参加するプロジェクトを利用した教育の有効性が提案され、WTC、表現したい内容、
コミュニケーションの媒体 (流暢さと正確さ)の重要性を指摘している (Yashima, 2011)。
概して L2 Motivational Self Systemは自己決定理論を基礎とし、統合的態度という異文
化に対する開放性を考慮に入れた理論の構築を目指している。国際的志向性と一緒に研
究されることで、理想自己はグローバル時代の英語学習をも視野に入れていた。カナダ
以外の教育者にとっても実践的である一方 (MacIntyre et al., 2009)、L2 Motivational Self
Systemの研究の多くは言語運用能力を研究に含まず第二言語習得研究から乖離している
と指摘されている (Gardner, 2010)。しかし、理想自己を国際社会での第二言語コミュニ
ケーションとして目標に設定することで、現在の自己から理想自己への言語学習を自己
の成長として捉えたことは大きな意味がある。今後は、内発的動機づけに止まらず、学
習者の肯定的な学習経験（統合による調整）や外的要求をこなす満足（同一化による調
整）と理想自己の関連を調べる研究が求められる。
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4. 教育への応用：教室から社会へ
以上の研究から教育現場では、経験の構築を重視した世界に向けての英語コミュニケー
ション行動に移る未来像の明確化が望まれる。多言語社会では、自己決定が強化される
につれて第二言語習得が高まり、内発的動機づけが強いほど第二言語コミュニティとの
交流を求めていた (Noels, 2003)。一方、日本では外発的動機づけであっても内在化が進
んだ動機づけ (統合による調整や同一化による調整) であれば理想自己に関連していた
(Yashima, 2009)。また日本人学習者はイギリスやアメリカという国を指定しない国際的
志向性が強いため (Yashima, 2002; Ryan, 2009)、国際社会と自分が繋がることで英語学習
が促進される。今後は特性としての文化的アイデンティティ（例えば、グローバル社会
の一員としてのアイデンティティ）と状況的アイデンティティ（例えば、英文学科とい
う所属性など自分で選択して所属を決めることが比較的に容易なアイデンティティ）を
分けて調査を行なうことでさらなる教育研究に進展が見込まれる。
教育実践面では、理想自己を形成するため外発的であっても国際社会で英語を使用す
る自己を明確化するための留学の役割も大きい。留学には、教室で起こる言語学習と社
会で起こる言語学習 (Noels, 2003)を繋げる働きがある。自律的なコミュニケーション行
動には、状態レベルと特性レベルで、コミュニケーション能力への認知、言いかえれば、
第二言語に対する有能さの認知が必要である (廣森, 2006)。Skinner and Edge (2002)によ
ると構造 (structure)という「環境が提供する情報の量と質、明瞭さ」(鹿毛, 2004, p. 24)
つまり本人にとって意味のある情報が整理されることで有能さの欲求が満たされる。コ
ミュニケーション能力の認知によりWTCも変化するため、理解ができる英語コミュニ
ケーション環境での明瞭な質問に対して回答ができる状況を作り出すことで学習者が自
律的なコミュニケーションに移る可能性がある。ただし、一定のレベルに達していない
学習者の無理なスピーキングは正確さの阻害になるため注意が必要である (白井, 2004)。
さらに、留学では流暢さが育成されると言われているが (Collentine, 2009)、留学前の準
備状況により留学中の第二言語技能へ自己評価が異なると考えられる。熟達度別の有能
感を流暢さと正確さに分けて調査することでWTCの向上も示唆を得ることができよう。
他者との関係が構築され所属を得ることで、積極的な英語使用に移る可能性もある。
思いやり (warmth)が関連性を強化するため (Skinner & Edge, 2002)、留学中の国際交流状
況からコミュニケーション能力への認知と国際的志向性を考察することは意義深い。特
にグローバル時代の留学には、留学中に他の国からの留学生との交流も多い。
教室では、内発的動機づけを高める肯定的な学習経験を生み出す指導法の採用が可能
である。学習者の自律性の内在化の程度や学習動機にかかわらず教員の学習活動への自
主参加を求める指導方法が求められる。教員は学生の活動に対してフィードバックを行
ない、学習者が有益な情報を得たと感じる授業が望まれる (Noels et al. 1999)。学期レベ
ルの事例では、模擬国連という内容重視の教授法がコミュニケーションへの積極性と熟
達度を高めていることから (Yashima, 2011)、学習者が表現したい内容を表現し、さらに
表現したい内容を的確に伝えるための正確さを自ら望む指導法が提案される。
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授業レベルでは、Tanaka (2011a)が多重知能理論（Gardner, 1999）とフォーカス・オ
ン・フォーム (Ellis, Basturkmen, & Loewen, 2002)を用いた自己表現の機会を提供する活
動を提案している。多重知能理論による学習者が持つ多様な才能を活用したコミュニケー
ション活動は、得意分野について話す機会を提供できるため、楽しみながらタスクに取
り組める。また、中学校や高校で学んだ過去の学習経験を活用するため自分の能力の成
長を感じることで有能感を高める。Tanakaの学習活動では、必要な情報を導くために的
確に時制を変えて他の学生に質問を行なうことが求められるコミュニケーションを優先
したフォーカス・オン・フォームを使っているため、外発的であってもより自律的な学
習を促進させる可能性がある。今後も様々な理論を応用した指導法の考案が望まれる。

5. おわりに
本稿は動機づけ研究を再考し、積極的なコミュニケーションを促進する方策への示唆を
得ることを目的とした。実社会における英語コミュニケーションへの積極性には、世界
における自己という理想自己の構築のもとコミュニケーション能力、コミュニケーショ
ン能力に対する認知と自己評価、国際的志向性、コンテクストを考察する必要を提示し
た。また、教室では肯定的な英語学習経験が作られ、留学などで社会における言語使用
との連続性を学習者が感じることが必要であった。学習者を状況により変化する流動的
な個人とみなすことで、異なる動機づけ研究の見解が融合される。今後は異文化理解を
促進する自己表現のための方策の考案につなげたい。
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